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　人ロの動き
　　　6月1日現在

男4，093（一2）
女4，200（＋9）
言十　　　　8，293　　（＋7）

世帯数2，300　（＋3）

（　）は前月比較
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●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　Φ表紙の写真Φ

　5月28日（月）、下島生産組合格納庫前

の千手小学校学校田で、田植えが行われ

ました。

　参加したのは5年生（38名）で、約2㌃

の田んぼに、全員がはだしで入って作業

をしました。

　まず、生産組合のひとから作業の手順

を教えてもらい、昔ながらの「わく転が

し」をしたあと、ひとりが3列を受け持

ってコシヒカリの苗を植えました。

　「すげ一！泥だ」「カエルが跳んだ！」

「足が抜けな～い」など、にぎやかな声

が飛び交う田んぼは、若いいのちのエネ

ルギーに満ちあふれていました。
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i－c。ntents一主な内容一c。ntents－i
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i　………………P2～4………………　 i
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●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i●●●…●●…二●∵●●P51………●●●●●i
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●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
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●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　………・…・……・P16・………………・・　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i⇒天神ばやしワールド／ズームアツプ役場　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　…………・・……・P17…………………　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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i⇒善意／俳壇／くらしとけんこう　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　…・………・……・P18・………………・・　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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i⇒戸籍の窓／ちいさな展覧会ほか　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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要
の
あ
る
も
の
を
、
内
容
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
歳
・
男
性
）

①
先
端
大
企
業
を
誘
致
し
て
雇
用
の
創

出
と
若
者
の
定
着
を
。

②
無
駄
な
道
路
工
事
に
公
費
を
費
や
さ

な
い
よ
う
願
い
た
い
。
私
達
の
集
落
で

も
道
路
の
舗
装
等
を
お
願
い
し
て
い
る

が
、
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。

0
長
引
く
不
況
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、

企
業
誘
致
は
地
域
活
性
化
対
策
と
し
て

は
重
要
な
課
題
で
す
。

　
企
業
進
出
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
用

地
対
策
や
、
住
宅
事
情
の
改
善
な
ど
の

生
活
空
間
の
改
善
、
公
園
等
ゆ
と
り
空

間
整
備
に
も
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
地
理
的
条
件
そ
の
他
に
よ
り
、
優

良
企
業
の
進
出
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
企
業
誘
致
を
考
え
る
場
合
に
は
、
進

出
企
業
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
市
町
村
単
位
だ
け
で
な
く
交

通
ア
ク
セ
ス
な
ど
広
域
と
し
て
対
応
す

る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
は
行
政
の
み
で
は
解

決
で
き
な
い
問
題
で
す
の
で
、
広
く
皆

様
か
ら
の
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
な
が

ら
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
道
路
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
事

の
必
要
性
、
あ
る
い
は
緊
急
性
、
公
共

性
等
の
ほ
か
、
福
祉
等
の
観
点
か
ら
総

合
的
に
判
断
を
し
た
う
え
で
、
事
業
計

画
を
し
、
実
施
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　
し
か
し
、
一
部
に
お
い
て
地
元
の
皆

様
方
の
要
望
に
急
に
応
え
ら
れ
な
い
箇

所
等
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
箇
所
に
つ
い
て
、
年
次

的
・
計
画
的
に
事
業
を
進
め
る
よ
う
努

力
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
歳
・
男
性
）

①
町
道
野
ロ
原
田
線
の
舗
装
が
傷
ん
だ

の
で
修
繕
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

②
町
道
の
改
修
に
よ
り
道
路
用
地
が
私

有
地
に
入
り
不
都
合
で
あ
る
。

0
町
道
野
口
原
田
線
は
、
県
営
ほ
場
整

備
事
業
で
造
成
さ
れ
た
道
で
、
そ
の
後
、

町
道
と
し
て
舗
装
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
舗
装

は
、
地
盤
の
不
良
あ
る
い
は
地
下
水
等

の
原
因
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
原
因
の
調
査
を
し
な
が
ら
、
現
場
の

利
用
状
況
等
に
あ
っ
た
補
修
を
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

②
ご
指
摘
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
既
に

マ
ン
ホ
ー
ル
や
公
共
桝
が
設
置
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
町
道
の
改
良
工
事
が
行

わ
れ
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

　
町
道
の
改
良
計
画
を
立
て
た
段
階
で

は
、
用
地
を
買
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
マ

ン
ホ
ー
ル
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
が
、
現
地
を
精
査
し
た
結
果
、
マ
ン

ホ
ー
ル
を
移
設
す
る
必
要
が
な
く
な
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り
、
結
果
と
し
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
移
設

の
た
め
に
お
譲
り
い
た
だ
い
た
土
地
が

道
路
と
し
て
食
い
込
ん
だ
格
好
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
も
し
、
ご
希
望
で
あ
れ
ば
、
こ
の
食

い
込
ん
だ
部
分
の
土
地
は
買
い
戻
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
歳
・
男
性
）

①
町
道
高
原
田
元
町
線
高
原
田
地
内
歩

道
の
絵
を
き
れ
い
に
消
し
て
ほ
し
い
。

0
ご
指
摘
の
絵
に
つ
い
て
は
、
以
前
社

会
的
あ
る
い
は
道
義
的
に
好
ま
し
く
な

い
と
判
断
を
受
け
た
経
緯
が
あ
り
、
絵

の
消
去
を
し
た
次
第
で
す
。

　
現
在
、
ま
た
浮
き
出
た
よ
う
な
感
じ

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か

に
対
策
を
講
じ
た
い
と
考
え
ま
す
。

薩
謹
繍
綴
灘
灘
癒
獄
羅
懸
織
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
歳
・
男
性
）

①
交
差
点
部
は
広
く
除
雪
願
い
た
い
。

②
道
路
の
舗
装
の
修
繕
を
早
め
に
実
施

し
て
も
ら
い
た
い
。

0
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
部
の
除
雪
に

つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
安
全
対
策
に
も

関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
の
地
権
者

の
方
と
十
分
に
協
議
し
て
対
応
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

②
冬
期
間
の
除
雪
等
に
よ
っ
て
破
損
し

た
舗
装
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
で
き

る
だ
け
早
期
の
補
修
を
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
他
に
も
修
繕
を
必
要

と
す
る
箇
所
が
多
く
、
順
次
状
況
に
応

じ
た
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1錦雛■’無蓑、鱗

　　　　　　　　　じハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　コ　　　　　　　　　　　　　

ドカ雪には通常の除雪能力が追いつかな
ともあります。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
歳
・
男
性
）

①
県
道
の
車
道
に
雪
を
出
さ
な
い
よ
う

対
策
を
願
い
た
い
。

0
県
道
の
除
雪
は
、
県
土
木
と
協
議
し

て
進
め
て
お
り
、
消
雪
パ
イ
プ
路
線
に

つ
い
て
は
原
則
と
し
て
機
械
除
雪
を
し

な
い
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
歩
道
の
除
雪
は
、
機
械
等
に

よ
り
実
施
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
今
回
の
事
例
は
、
こ
の
歩
道
の
雪
の

一
部
を
や
む
な
く
県
道
に
出
し
て
い
る

も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
流
雪

溝
の
整
備
が
す
す
む
に
つ
れ
こ
の
よ
う

な
状
況
は
解
消
し
て
い
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
整
備
が
完
了
す
る
ま
で
の

間
、
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

雛
籔
纏
灘
獲
難
徽
趨
蝋
麟
灘
灘
㎜
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
歳
・
女
性
）

①
町
の
千
年
の
森
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
事
業

に
仙
田
地
域
の
「
白
雲
木
」
「
座
禅
草
」

の
植
栽
を

0
「
環
境
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
る
2
1
世

紀
に
対
応
す
る
事
業
と
し
て
、
新
潟
県

で
は
、
今
年
か
ら
「
に
い
が
た
緑
の
1

0
0
年
物
語
」
と
銘
打
っ
て
、
植
林
な

ど
の
取
り
組
み
を
世
紀
l
O
O
年
の
大

計
と
す
る
県
民
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　
町
で
も
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
「
花
と

緑
の
千
年
物
語
事
業
」
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
事
業

と
し
て
仙
田
体
験
交
流
館
の
周
辺
に
森

づ
く
り
（
植
栽
事
業
）
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
森
、
、
つ
く
り
に
、
「
仙
田
郷
の
古

人
の
ロ
マ
ン
と
結
び
つ
く
白
雲
木
と
座

禅
草
（
い
づ
れ
も
施
設
周
辺
に
地
生
）

を
取
り
入
れ
て
は
」
と
、
ご
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
提
言
の
内
容
は
、
と
て
も
趣
が
あ

り
、
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
と
し
て
受
け

と
め
、
今
後
、
地
域
の
皆
様
な
ど
と
協

議
を
し
て
、
ご
提
言
が
事
業
に
反
映
す

る
よ
う
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
歳
・
男
性
）

①
各
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
「
鯉
の
ぼ
り
」

を
集
め
、
仙
田
体
験
交
流
館
か
ら
渋
海

川
を
渡
し
て
対
岸
ま
で
泳
が
せ
、
交
流

館
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
は

ど
う
か
。

①
仙
田
体
験
交
流
館
は
、
新
し
い
「
地

域
づ
く
り
・
農
業
づ
く
り
」
を
実
現
す

る
た
め
の
拠
点
施
設
で
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ

ィ
ア
や
ご
意
見
を
頂
き
、
そ
れ
を
糧
に

し
な
が
ら
「
地
域
の
た
め
の
交
流
館
」

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
「
渋
海
川
に
鯉
の
ぼ
り
」

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
は
と
て
も
感
謝
し
な

が
ら
、
交
流
館
を
管
理
運
営
す
る
管
理

組
合
と
そ
の
実
行
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

様々な草木に囲まれる仙田体験交流館

灘
蕪
麟
難
欝
獄
雛
ー
灘
灘
鑛
鋼

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
歳
・
女
性
）

①
町
内
の
衛
生
推
進
員
だ
が
、
こ
み
の

分
別
を
理
解
し
て
い
な
い
方
が
あ
っ
て

困
つ
て
い
る
。

②
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
を
く
だ
い
た

も
の
は
、
ど
の
日
に
ど
こ
へ
出
し
た
ら

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

0
ご
み
を
廃
棄
す
る
一
方
通
行
社
会
を

改
め
て
、
環
境
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る

社
会
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、
本
年
か

ら
分
別
方
法
が
一
部
細
分
化
さ
れ
ま
し

た
。
循
環
型
社
会
を
よ
り
推
進
す
る
た

め
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ご
み
の
出
し
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
広
報
か
わ
に
し
」
「
保
存
版
チ
ラ
シ
」

「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
町
内
の
嘱
託
員
・
衛
生
推

進
員
・
町
内
会
の
皆
様
に
説
明
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
地
域
内
で
も
周
知
を
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。0
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
は
、
現
在

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
少
量
な
ら
燃
や
す
ご
み
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鞭
籟
縫
纏
灘
醒
纒
懲
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
（
54
歳
・
男
性
）

①
国
の
市
町
村
合
併
の
促
進
な
ど
の
施

策
が
あ
る
中
、
十
年
後
の
川
西
町
の
姿

を
示
し
て
ほ
し
い
。

③13．6．10
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0
川
西
町
は
、
昭
和
四
十
四
年
以
来
、

そ
の
時
々
の
時
代
の
要
請
に
応
え
た
長

期
計
画
を
定
め
ま
ち
づ
く
り
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
現
在
は
、
基
本
方
向
を
「
快
適
な
暮

ら
し
の
中
に
、
安
ら
ぎ
と
感
動
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
と
す
る
第
五
次
川
西
町

総
合
開
発
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
そ
の
先
導
的
事
業
と
し
て
、

ω
地
域
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
づ
く
り

吻
ま
ち
づ
く
り
組
織
体
制
の
整
備
推
進

⑥
農
業
生
産
組
織
の
経
営
改
革
の
推
進

と
い
う
「
新
し
い
町
の
顔
を
創
る
」
こ

と
を
目
標
に
ま
ち
づ
く
り
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
行
政
は
激
変

の
渦
中
に
入
っ
て
お
り
、
特
に
合
併
問

題
は
、
本
年
に
入
っ
て
か
ら
大
き
な
う

ね
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
は
も
と
よ
り
、
新
潟
県
に
お
い
て

も
、
本
年
2
月
に
「
新
潟
県
市
町
村
合

併
促
進
要
綱
」
を
定
め
、
県
下
百
十
一

の
市
町
村
数
を
二
十
一
に
す
る
と
い
う

合
併
パ
タ
ー
ン
も
提
示
し
ま
し
た
。

　
川
西
町
が
関
係
す
る
合
併
パ
タ
ー
ン

は
、
「
十
日
町
市
、
津
南
町
、
中
里
村
、

川
西
町
」
の
四
市
町
村
の
合
併
パ
タ
ー

ン
と
、
こ
れ
に
「
松
代
町
、
松
之
山
町
」

を
加
え
た
、
六
市
町
村
の
合
併
パ
タ
ー

ン
と
い
う
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
現
在
、
関
係
市
町
村
で
研
究
会
が
持

た
れ
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
が
、
市
町
村

合
併
は
、
地
域
の
将
来
や
住
民
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、

住
民
の
主
体
的
な
取
り
組
み
で
行
う
も

の
で
す
。
今
後
は
、
各
市
町
村
と
も
、

住
民
の
皆
様
が
適
切
な
判
断
が
で
き
る

よ
う
、
詳
し
い
情
報
提
供
を
随
時
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
さ
て
、
「
十
年
後
の
川
西
町
の
姿
は
」

と
い
う
ご
質
問
で
す
が
、
合
併
問
題
の

動
向
を
抜
き
に
し
て
申
し
上
げ
る
こ
と

は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。　
現
在
、
合
併
問
題
へ
の
対
応
が
緒
に

つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
現
段
階
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
前
段
申
し
上
げ
ま
し

た
川
西
町
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
の
説

明
で
、
ご
質
問
へ
の
回
答
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

搬
態
齢
覇
謙
難
翻
　
叢
難
轍
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
歳
・
男
性
）

①
観
光
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
岩
瀬
の
ホ
タ

ル
公
園
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な

ぜ
か
。

②
平
成
士
二
年
度
の
町
の
主
要
な
事
業

の
説
明
書
は
と
て
も
よ
い
の
で
、
購
入

で
き
な
い
か
。

0
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
越
後
妻
有
か

わ
に
し
」
に
は
紙
面
の
都
合
な
ど
で
掲

載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
時
期
に

発
行
し
て
お
り
ま
す
「
川
西
町
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
ガ
イ
ド
」
と
「
よ
う
こ
そ
新
潟

県
川
西
町
へ
」
の
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

に
は
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
ひ
と
つ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、
す
べ

て
の
施
設
や
見
ど
こ
ろ
を
掲
載
す
る
こ

と
は
難
し
く
、
総
合
案
内
に
載
せ
き
れ

な
い
も
の
は
、
テ
ー
マ
別
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
P
R
の
際
に
は
、
セ
ッ
ト
で
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
町
で
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
平

成
十
三
年
度
の
主
要
な
事
業
の
説
明
書

と
し
て
「
ま
ち
の
予
算
書
」
を
町
内
各

世
帯
に
回
覧
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
ま
で
の
難
解
な
予
算
書
と
異
な

り
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
な
る

よ
う
心
が
け
た
つ
も
り
で
す
。

　
各
世
帯
回
覧
後
は
、
い
つ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
各
地
区
の
集
会

施
設
等
に
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
希
望
の
方
に
は
、
残
部
数

の
範
囲
で
無
償
で
お
分
け
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
役
場
総
務
課
ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

繋
藻
麟
鱗
難
ー
診
擦
竸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

　
町
の
診
療
所
に
つ
い
て

①
学
会
等
で
年
に
何
回
も
四
連
休
が
あ

り
、
定
期
診
療
を
し
て
も
ら
え
な
く
て

不
安
。

②
せ
め
て
看
護
婦
さ
ん
か
ら
薬
だ
け
で

も
出
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

③
水
曜
日
も
診
療
所
長
か
ら
診
察
し
て

も
ら
え
な
い
か
。
休
み
や
夜
中
に
か
か

り
つ
け
の
先
生
か
ら
往
診
に
き
て
も
ら

え
な
い
と
不
安
。

〇
四
・
五
月
の
連
休
と
、
診
療
所
長
の

学
会
で
、
不
在
連
休
が
重
な
っ
た
こ
と

を
指
し
て
い
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
学
会
そ
の
も
の
は
、
医
師
活
動
の
資

格
保
持
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
最
新
の
医
療
技
術
の
取
得
の
場
で

あ
り
、
今
後
の
患
者
さ
ん
へ
の
治
療
行

為
に
生
か
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

診療所待合室のようす

　
し
か
し
、
連
休
に
よ
る
影
響
が
心
配

さ
れ
る
学
会
研
修
は
、
受
講
科
目
選
択

な
ど
に
よ
り
、
中
間
で
の
診
療
日
が
確

保
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
診
療
日
程
の
お
知
ら
せ
に
つ

い
て
は
、
所
内
掲
示
や
持
ち
帰
り
予
定

表
、
広
報
お
知
ら
せ
版
等
で
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

②
看
護
婦
に
よ
る
薬
剤
処
方
に
つ
い
て

は
、
医
師
の
診
断
な
く
行
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
休
日
に
あ
た
っ
て
は
、
窓
口
で
も
薬

切
れ
の
な
い
よ
う
早
め
に
処
方
す
る
よ

う
対
応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
心
配

の
場
合
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
③
現
在
、
水
曜
日
は
代
替
嘱
託
医
師
に

よ
る
診
療
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ご

承
知
の
よ
う
に
、
当
診
療
所
は
医
師
一

名
で
あ
り
、
当
然
休
暇
も
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
休
診
日
や
夜
中
の
診
療
対
応

に
つ
い
て
は
、
月
・
金
曜
日
は
、
所
長

が
医
師
住
宅
に
宿
泊
待
機
し
て
お
り
ま

す
し
、
病
状
の
不
安
定
な
患
者
さ
ん
に

つ
い
て
は
、
休
日
前
に
様
子
伺
い
を
し

て
お
り
、
必
要
に
よ
り
翌
日
待
機
も
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
祝
祭
日
な
ど
の
診
療
体
制
は
、

十
日
町
市
・
中
魚
沼
管
内
医
師
会
で
救

急
当
番
を
決
め
て
対
応
し
て
お
り
、
こ

れ
も
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

し
、
留
守
番
電
話
で
も
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
緊
急
対
応
に
つ
い
て
は
、

十
日
町
病
院
な
ど
近
隣
病
院
で
は
、
休

診
日
と
し
て
い
る
日
で
も
対
応
で
き
る

体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
医
療
機
関
と
し
て
、
お
気
軽
に

相
談
し
て
い
た
だ
け
、
ま
た
安
心
し
て

か
か
っ
て
い
た
だ
け
る
診
療
所
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
、
ご
意
見
や
お
声
を
寄
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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　　　　　　　5　　　　鋤灘

凌値，羅《擢羅雛

◆1枚、大袋50円・中袋30円・小袋15円になります◆

ださい

でです
薯

▲余った現在の指定袋碧使用する場合のシールの見本です。

　
現
在
、
ご
み
処
理
経
費
の
大
半
は
税

金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
出
す

量
に
応
じ
た
応
分
の
負
担
、
減
量
化
や

リ
サ
イ
ク
ル
化
を
促
が
す
た
め
、
七
月

か
ら
燃
や
す
ご
み
と
埋
立
て
ご
み
は
新

し
い
指
定
袋
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
指
定
袋
は
、
大
中
小
い
ず
れ
も
大
幅

に
値
上
げ
さ
れ
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
ま
で
の
袋
は
、
シ
ー
ル
を

（
購
入
し
）
貼
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
使

用
で
き
ま
す
。
（
上
の
見
本
参
照
）

①
新
し
い
指
定
袋
は
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

【
燃
や
す
こ
み
用
】

　
◆
字
色
は
緑
色
で
半
透
明
袋

【
埋
立
て
こ
み
用
】

　
◆
字
色
は
赤
色
で
透
明
袋

②
新
し
い
指
定
袋
の
一
枚
当
た
り
の

料
金
は
、
ご
み
収
集
運
搬
費
や
処
理
経

費
な
ど
を
含
み
、
次
の
金
額
で
購
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
大
袋
（
5
0
琶
5
0
円
（
現
在
約
9
円
）

◆
中
袋
（
3
0
琶
3
0
円
（
現
在
約
6
円
）

◆
小
袋
（
1
5
琶
朽
円
（
現
在
約
5
円
）

　
※
　
新
指
定
袋
は
今
ま
で
通
り
お
店

で
取
扱
い
、
伯
枚
単
位
で
販
売
す
る
予

定
で
す
。

③
　
現
在
の
燃
や
す
ご
み
指
定
袋
は
、

七
月
か
ら
は
有
料
化
分
の
シ
ー
ル
を
購

入
し
、
貼
り
付
け
て
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
シ
ー
ル
の
料
金
は
次
の
通
り
で

す
。
◆
大
袋
用

◆
中
袋
用

◆
小
袋
用

緑
色
－
枚
4
1
円

青
色
　
－
枚
2
4
円

赤
色
　
－
枚
1
1
円

※
　
い
ず
れ
も
指
定
ご
み
袋
を
取
扱
っ

て
い
る
お
店
で
、
1
枚
単
位
で
購
入
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
現
在
の
指
定
袋
は

平
成
1
4
年
3
月
3
1
日
ま
で
し
か
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

※
　
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
な
い
こ
み

袋
は
、
収
集
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④
埋
立
て
ご
み
に
つ
い
て
も
七
月
か

ら
は
燃
や
す
ご
み
と
同
様
に
、
新
し
い

指
定
袋
で
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
資
源
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る

も
の
は
、
従
来
ど
お
り
無
料
で
収
集
し

ま
す
。

⑤
　
す
で
に
有
料
化
と
な
っ
て
い
る
持

ち
込
み
ご
み
・
事
業
系
ご
み
の
処
理
手

数
料
も
次
の
よ
う
に
値
上
げ
さ
れ
ま
す
。

【
燃
や
す
こ
み
】

●
十
日
町
地
域
施
設
組
合
（
焼
却
場
）

　
・
6
0
㎏
ま
で
3
0
0
円

　
・
1
0
㎏
増
す
ご
と
に
5
0
円
の
加
算

　
　
（
現
在
1
0
0
㎏
ま
で
3
0
0
円
）

【
埋
立
て
こ
み
】

●
霧
谷
埋
立
地

　
・
5
0
0
㎏
ま
で
6
0
0
円

　
　
（
現
在
5
0
0
㎏
ま
で
3
0
0
円
）

　
　
轟
聾
優
蓼
驚
く
だ
さ
恥
嚢

　
　
ご
み
の
減
量
化
に
よ
り
一
層
の
関
心

　
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
と
、
買

　
い
物
用
レ
ジ
袋
（
ビ
ニ
ー
ル
袋
）
の
使

　
用
量
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

　
買
い
物
袋
と
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
く

　
『
エ
コ
バ
ッ
ク
』
を
6
月
末
頃
ま
で
に

　
全
世
帯
に
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ

　
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
材
質
】
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
ー
O
O
％

　
【
色
】
モ
ス
グ
リ
ー
ン

　
【
大
き
さ
】
縦
3
0
㎝
・
横
4
5
㎝
・

　
　
　
　
　
底
幅
2
0
㎝

φ
φ
φ
＄
φ
φ
φ
φ
＄
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

斡
　
●
お
・
ね
・
が
・
い
●
斡

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

斡
　
ご
み
の
各
種
分
別
に
ご
協
力
を
い
斡

欝
だ
い
て
い
ま
婆
分
別
方
法
や
㈱

φ
拶
出
日
の
違
う
こ
み
が
時
々
見
受
け
φ

即
れ
ま
す
・
ご
注
意
く
だ
さ
い
・
斡

今
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

φ
　
な
お
、
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
φ

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

φ
た
ら
左
記
ま
で
ご
照
会
く
だ
さ
い
。
φ

斡
　
　
　
　
　
　
　
　
斡

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

斡
川
西
町
環
境
整
備
課
　
環
境
衛
生
係
斡

斡
　
　
　
　
　
　
暦
六
八
－
三
一
一
一
磯

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今

φ
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合
　
　
　
◇

斡
　
　
　
　
　
　
盈
五
二
ー
三
九
二
四
斡

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
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、
特
集顯
難
纏
圃
難
厳
鷲
難
灘
難
辮
難
華

灘
駅
羅
賛
誘
郷
麓
懸
鰯
羅
璽
鑑
輝
購
講
盤
鐵
璽
翻
欄
膨
、
、
撰

巻
響
灘
蒙
欝
繍

　
灘
惣
灘
雛
載
纐
飛
灘
麟
灘
麟
纏
螺
．
麩
鞭
慧
叢
雛
磯
辮
難
灘
羅
遡
灘
蟹
鯉
覇
懸
雛
幽
醐
輩
羅
灘
羅
難
難

p
の
麟
灘
饗
甕
籔
繊
驚
、
騨
購
糞
纐
懸
蒋
灘
離
馨

　
灘
の
灘
穀
鞭
獲
灘
羅
．
難
灘
欝
灘
羅
幾
離
羅
雌
叢
離
簸
縷
轍
繍
灘
纏
雛
難
、
繍
繊
綴
纏
識
繋
溌
麓
羅

鞭
難
灘
．
講
雛
灘
懸
磁
擶
蝿
鵬
鰯
難
雌
囎
購
踊
籔
鼎

●
出
席
者

〈
仙
田
地
域
交
流
施
設
管
理
組
合
〉

組
合
長
　
高
橋
幸
一
さ
ん
（
55
赤
谷
）

事
務
局
　
高
橋
博
美
さ
ん
（
2
4
中
仙
田
）

事
務
局
　
金
子
寛
子
さ
ん
（
2
4
岩
瀬
）

∞∞
私
に
会
い
に
来
て
！
∞
　

Q
．
ま
ず
、
こ
の
施
設
と
周
辺
の
魅
力

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

幸
一
　
施
設
と
し
て
は
、
こ
の
体
験
交

流
館
の
ほ
か
、
雪
室
や
野
外
広
場
な
ど

が
あ
り
ま
す
し
、
川
も
あ
り
、
山
に
も

入
れ
ま
す
。
こ
こ
に
来
れ
ば
仙
田
の
す

べ
て
が
わ
か
る
、
地
域
の
核
と
な
る
場

所
で
す
。

寛
子
　
こ
の
施
設
は
、
自
然
光
を
取
り

入
れ
た
明
る
い
間
取
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
木
造
の
広
い
空
間
は
の
ん
び
り
で

き
る
の
で
、
普
通
の
住
宅
の
よ
う
な
雰

囲
気
で
す
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
も
自
宅

で
働
く
気
分
で
す
。
（
笑
）

　
雪
室
の
冷
房
も
、
び
り
び
り
し
た
電

気
冷
房
と
違
っ
て
す
が
す
が
し
い
春
の

空
気
み
た
い
に
な
り
ま
す
よ
。

博
美
　
で
も
い
ま
は
十
分
涼

し
い
、
い
や
寒
い
く
ら
い
で

す
。
（
笑
）

　
こ
こ
は
「
渋
海
の
風
」
が

抜
け
る
場
所
。
「
仙
田
の
風

が
い
い
」
と
い
う
こ
と
ば
が

ぴ
っ
た
り
し
ま
す
。
だ
か
ら
、

夏
で
も
冷
房
な
し
に
快
適
な

場
所
に
な
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

寛
子
夜
も
い
い
ん
で
す
よ
。

障
子
越
し
に
灯
り
が
と
も
っ

て
“
こ
こ
だ
け
別
空
問
”
っ

て
感
じ
。

博
美
昔
の
旅
人
が
暗
い
夜

道
に
灯
り
を
見
て
安
心
し
た

よ
う
な
「
ほ
っ
」
と
す
る
世

界
で
す
。

寛
子
木
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
と

て
も
き
れ
い
で
す
。
で
も
も
う
ち
ょ
っ

と
緑
が
あ
っ
て
も
い
い
か
な
。
落
ち
葉

で
、
秋
に
は
焼
き
芋
も
で
き
る
し
。
（
笑
）それぞれの「熱い思い」を語り合います。

博
美
あ
と
、
ツ
バ
メ
が
巣
を
か
け
て

い
ま
す
、
四
つ
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
昼

寝
し
な
が
ら
よ
く
見
え
る
ん
で
す
。
あ
、

よ
け
い
な
こ
と
か
。
（
笑
）

寛
子
　
川
に
お
り
ら
れ
る
の
も
い
い
で

す
ね
。
せ
せ
ら
ぎ
が
魅
力
で
す
。

幸
一
　
た
だ
、
川
の
魅
力
を
も
つ
と
引

き
出
す
た
め
に
は
、
対
岸
利
用
が
鍵
に

な
る
と
思
う
。
ま
ず
、
対
岸
に
ひ
っ
か

か
っ
て
い
る
ゴ
ミ
を
掃
除
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
。

寛
子
う
わ
、
現
実
的
。
ど
う
せ
な
ら
、

源
流
の
松
之
山
町
か
ら
一
斉
に
ク
リ
ー

オープン間近の仙田体験交流館
　（道の駅瀬替えの郷せんだ）

ン
作
戦
で
も
し
た
ほ
う
が
い
い
か
も
。

幸
一
　
あ
と
、
手
で
触
れ
る
小
動
物
を

飼
っ
た
り
、
ブ
ナ
林
も
散
策
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
総

合
的
な
魅
力
が
高
ま
る
と
思
う
。

寛
子
　
で
も
、
な
ん
と
い
っ
て
も
こ
こ

の
魅
力
は
、
働
い
て
い
る
人
。
（
笑
）

博
美
　
そ
う
私
た
ち
の
こ
と
。
（
笑
）

寛
子
　
た
く
さ
ん
の
ひ
と
か
ら
、
私
た

ち
に
会
い
に
来
て
欲
し
い
で
す
。

㎜∞
人
の
力
を
引
き
出
す
！
　

Q
．
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。

そ
の
魅
力
的
な
人
た
ち
が
こ
こ
で
働
く

こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

幸
一
　
私
の
場
合
は
、
動
機
と
い
っ
て

も
、
前
々
か
ら
こ
の
事
業
に
深
く
関
わ

っ
て
き
た
し
、
そ
の
流
れ
で
そ
の
ま
ま

こ
こ
に
落
ち
着
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
笑
）
私
の
役
目
は
、
こ
こ
二
、
三
年

で
基
礎
を
つ
く
っ
て
、
次
の
世
代
に
引

き
渡
す
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

博
美
　
私
の
場
合
は
、
前
の
会
社
を
辞

め
て
家
に
い
る
と
き
に
こ
の
事
業
の
話

を
聞
き
、
「
仙
田
で
初
め
て
の
事
業
」

に
関
わ
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
応
募
し

ま
し
た
。

寛
子
私
は
、
北
海
道
の
牧
場
で
一
年

間
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
あ
と
三
年

間
は
他
の
地
域
で
生
活
し
て
み
た
い
と

考
え
て
い
た
の
で
す
が
…
。
（
笑
）

　
最
初
、
こ
の
施
設
の
建
設
理
由
が
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
誰
で
も
利
用
で

き
る
施
設
な
の
に
、
誰
も
利
用
し
な
い

施
設
に
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
思
い
、

自
分
が
少
し
で
も
何
か
で
き
る
の
な
ら

と
仙
田
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
自
分
達
で
一
か
ら
創
り
だ
す
こ
と
は

と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
が
、
色
ん
な

方
か
ら
応
援
さ
れ
、
今
で
は
「
創
り
出

す
こ
と
」
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

Q
．
こ
こ
で
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
は
？
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幸
一
　
農
業
体
験
、
工
芸
体
験
、
自
然

体
験
な
ど
が
で
き
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
前
で
、
お
客
さ
ん
の
二
ー

ズ
が
ま
だ
よ
く
把
握
で
き
て
い
な
い
の

で
、
こ
こ
の
魅
力
の
再
発
見
を
し
な
が

ら
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
整
備
や
、
各
集
落
と
連
携
し
た
事

業
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

「
地
域
の
拠
点
が
で
き
た
こ
と
が
う

れ
し
い
」
と
い
う
高
橋
幸
一
さ
ん

寛
子
自
然
体
験
や
農
作
業
に
は
、
ひ

と
り
ひ
と
り
の
可
能
性
を
伸
ば
せ
る
要

素
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
地
元
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
魅
力

を
知
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
外

か
ら
来
た
人
た
ち
か
ら
、
そ
の
こ
と
を

ほ
め
ら
れ
る
こ
と
で
自
信
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
こ
こ
で
の
体
験
が
重
要

だ
し
、
山
に
は
そ
う
い
う
力
が
潜
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
。

幸
一
　
こ
こ
の
魅
力
を
す
べ
て
情
報
発

信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
の
反
応

で
い
い
も
の
を
さ
ら
に
精
査
し
て
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寛
子
体
験
内
容
は
、
組
合
の
体
験
部

会
で
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

企
画
・
P
R
・
実
力
の
三
拍
子
が
そ
ろ

っ
て
い
な
い
と
う
ま
く
い
か
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
木
工
、
陶
芸
、
そ
ば
、

ホ
タ
ル
、
水
、
鳥
な
ど
、
要
素
は
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
ま
ず
自
分
た
ち
で
体

験
し
て
そ
れ
を
メ
ニ
ュ
ー
化
し
て
い
き

た
い
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。

博
美
私
は
そ
う
い
う
事
業
を
陰
で
さ

さ
え
て
い
き
な
が
ら
、
魅
力
ア
ッ
プ
に

貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
．
そ
う
す
る
と
、
会
社
で
た
と
え
る

な
ら
ば
、
幸
一
さ
ん
が
社
長
で
寛
子
さ

ん
企
画
営
業
部
長
、
そ
し
て
、
博
美
さ

ん
が
総
務
部
長
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
ね
。

幸
一
　
ま
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
ね
。

博
美
・
寛
子
　
心
配
な
会
社
だ
！

一
同
爆
笑
。

∞∞

テ
↓
ソ
ン
グ
も
撫

Q
．
七
月
十
五
日
に
オ
ー
プ
ン
を
迎
え

る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
内
容
と
今
後
の

展
開
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

幸
一
そ
れ
は
、

明
し
ま
す
。

企
画
営
業
部
長
が
説

寛
子
ま
ず
、
町
で
主
催
す
る
道
の
駅

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
っ

て
、
組
合
主
催
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
花
の
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
タ
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
組
合
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
仙
田
子

供
樽
太
鼓
の
演
奏
や
祝
い
餅
ま
き
、
露

天
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
・
ロ

ッ
ク
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
、
楽
楽
市
場
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
を
主
眼
に
お
い
て
い

て
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
キ
ラ
リ
！
仙
田

☆
」
で
す
。

「
人
に
会
い
に
く
る
場
所
」
に
し
た

い
と
い
う
金
子
寛
子
さ
ん

Q
．
た
と
え
ば
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
力

の
結
集
が
表
れ
て
い
ま
す
か
？

寛
子
祝
い
餅
ま
き
は
、
地
区
全
体
の

人
た
ち
か
ら
汗
を
か
い
て
も
ら
い
た
い

の
で
、
各
集
落
か
ら
ど
う
関
わ
っ
て
も

ら
う
か
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
露
店
は
、
地
区
に
あ
る
六
つ

の
若
い
衆
の
会
の
皆
さ
ん
か
ら
力
を
合

わ
せ
て
運
営
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
体
験
に
つ
い
て
も
、
竹
と
ん
ぼ
や
弓

な
ど
昔
の
遊
び
道
具
を
つ
く
っ
て
実
際

に
遊
ん
で
み
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
企
画
運
営
ス
タ
ッ
フ
を

「
道
草
隊
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。
地
区

の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
あ
げ
よ
う
と
頑

張
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
ブ
で
も
、
「
体
験
交
流
館
の
う

た
」
と
「
楽
楽
市
場
の
う
た
」
を
新
た

に
創
作
し
て
発
表
し
ま
す
。

Q
．
ま
さ
に
新
し
い
力
の
は
じ
ま
り
で

す
ね
。

寛
子
　
　
「
道
草
隊
」
は
、
こ
れ
か
ら
の

仙
田
を
担
っ
て
い
く
人
た
ち
だ
と
思
い

ま
す
。
若
い
人
た
ち
に
は
な
い
技
術
を

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
今
「
お
か

あ
ち
ゃ
ん
の
会
」
の
皆
さ
ん
か
ら
、
当

日
、
体
験
交
流
館
の
ス
タ
ッ
フ
が
身
に

つ
け
る
「
は
ん
て
ん
」
を
手
作
り
で
用

意
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　∞
日
本
の
仙
田
だ
！
　
　

Q
．
み
ん
な
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
ま
る

す
ご
い
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
な
り
そ
う
で

す
ね
。

　
最
後
に
、
交
流
館
へ
の
夢
を
語
っ
て

く
だ
さ
い
。

幸
一
　
私
は
、
で
き
れ
ば
山
羊
牧
場
を

つ
く
っ
て
、
乳
や
チ
ー
ズ
を
雪
室
利
用

の
中
で
特
産
化
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
野
菜
や
山
菜
と
合
わ
せ
た
展
開
も

し
て
み
た
い
で
す
。

博
美
　
私
は
、
「
仙
田
に
は
交
流
館
が

あ
る
ぞ
！
」
と
い
う
存
在
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
川
西
町
の
、

新
潟
県
の
、
日
本
の
「
仙
田
」
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

”
衝
撃
の
田
植
え
体
験
”
が
新
鮮

だ
っ
た
と
い
う
高
橋
博
美
さ
ん

寛
子
ま
ず
、
仙
田
の
人
た
ち
が
集
ま

る
交
流
館
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
集
ま
る
人
に
魅
力
が
あ
っ
て
、

元
気
に
生
活
し
て
い
る
姿
に
ひ
か
れ
て

さ
ら
に
人
が
集
ま
る
よ
う
な
交
流
館
に

し
た
い
で
す
。

　
第
二
に
は
、
川
西
町
と
い
う
ま
と
ま

り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
環
境
が
似
て
い
る

隣
の
高
柳
町
と
か
、
松
代
町
と
も
つ
な

が
り
を
深
め
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

Q
．
あ
り
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
の
お
話
で
こ
ち
ら
も
元
気
が
出
て

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
仙
田
か
ら
目
が
離
せ
ま

せ
ん
ね
。
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鶴

白く可憐な：水ばしょう

　5月6日（日）、ゴールデンウィーク最後の日、野ロ水

ばしょう公園で水ばしょうまつりがおこなわれました。

　このまつりは、地元の「水ばしょう保存会」の方々によ

り行われているもので、毎年300人ほどの人が訪れます。

　この日は、5月とは感じられないほどの暑い日で、じり

じりと照りつける太陽の下、訪れた家族連れなどは、保存

会の方々が振る舞う「水ばしょう汁」や、手作りのお弁当

を食べながら可憐な水ばしょうを観賞していました。

連
休
最
後
の
昼
下
が
り
、
家
族
で
の

ん
び
り
と
…

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

花
と
緑
で
豊
か
な
心
を
…

役場前で寄せ植えの贈呈式がおこなわ

れました。

五
月
二
十
一
日
（
月
）
、
役
場
に
、
十
日
町

地
区
造
園
組
合
（
志
賀
孝
組
合
長
）
の
皆
さ
ん

が
訪
れ
、
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
を
町
に
寄
贈
し

ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
緑
化
推
進
運
動
の
一
環
と
し

て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
ゴ

ー
ル
ド
ク
レ
ス
ト
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
、

赤
や
黄
色
の
色
鮮
や
か
に
寄
せ
植
え
さ
れ
た
コ

ン
テ
ナ
が
田
ロ
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
は
、
役
場
玄
関
前
に

置
か
れ
、
訪
れ
る
人
の
目
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

早
く
大
き
く

な
～
れ

五
月
三
十
日
（
水
）
、
町
道
東
山
新

町
新
田
線
（
通
称
幹
線
）
で
サ
ル
ビ
ア

の
定
植
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
作

業
は
、
昭
和
六
十
一
一
一
年
か
ら
始
ま
っ
た

も
の
で
、
「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
定
植
し
た
の
は
三
千
株
で
、

町
内
の
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

や
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、

役
場
の
職
員
な
ど
お
よ
そ
四
十
人
が
作

業
に
従
事
し
ま
し
た
。
「
き
れ
い
に
咲

く
ん
だ
よ
」
と
願
い
を
込
め
ら
れ
た
サ

ル
ビ
ア
は
、
間
も
な
く
通
る
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

田
口
町
長
も
参
加
し
て
、
約
1
㎞
の

花
植
え
は
2
時
間
ほ
ど
で
完
了
し
ま

し
た
。

　“ブナの天然林で音楽浴”そんな表現がぴったりの野外コンサート

「千年の森コンサート」は、今年で五回目を数えました。

　当日の5月27日（日）は、朝から雲が低くたちこめていましたが、

お昼前後からは時折陽がさす、絶好のコンサート日和となりました。

　今年の出演者は、ボタンアコーディオンの桑山哲也、クラシックギ

ターの荘村清志、ジャズギターの渡辺香津美、スペイン舞踊の小松原

庸子という、いずれもその世界の第一人者ばかり。

　前日のウエルカムパーティで、コンサート実行委員会（小林重則会

長）の皆さんと交流を深めた出演者たちは、この清々しい環境の中で

演奏・出演できることをとても喜んでいたようでした。

　演奏が始まると、木々を渡る風も伴奏効果になり、小鳥のさえずり

もこだまして、まさに森の中のコンサートと呼ぷにふさわしい内容と

なりました。

　新潟市から毎年参力ロしているという観客のひとりは、「こんなさわ

やかな気分になれるのは年に一回、このコンサートに来るときだけ。

来年はいつ開催するの？」と、早くも次回に思いを馳せているようで

した。

小鳥も出演

干年の森コンサート

出演者全員による「コンドルは飛んで行く」

の演奏は、この催しの定番となりました。
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ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
で
町
を
ア
ピ
ー
ル

　
来
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
競
技
場
と
な
る
新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム
、

ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
「
新
潟
2
0
0
1
年
宇
宙
の
旅
」

が
、
四
月
二
十
九
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
県
内
百
十
一
市
町
村
の
代

表
団
や
一
般
参
加
の
ひ
と
た
ち
で
、
四

万
人
以
上
収
容
可
能
な
ス
タ
ジ
ア
ム
は

満
席
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
午
後
四
時
か
ら
八
時
過

ぎ
ま
で
行
わ
れ
、
ま
ず
、
林
家
こ
ん
平

師
匠
の
紹
介
に
合
わ
せ
て
、
全
県
百
十

一
市
町
村
の
代
表
と
県
内
各
地
の
伝
統

芸
能
な
ど
の
団
体
が
入
場
パ
フ

オ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
た
あ

と
、
平
山
征
夫
知
事
の
未
来
へ

の
出
発
宣
言
や
、
百
年
後
へ
向

け
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
封
印

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
さ
だ
ま
さ
し
さ

ん
が
作
詞
作
曲
し
、
渡
辺
謙
さ

ん
が
出
演
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
百
年
物
語
」
が
上
演
さ
れ
、

ス
タ
ジ
ア
ム
全
体
を
使
っ
た
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
演
出
や
、
子

ど
も
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
県
民
の
息
の
あ
っ
た
踊
り

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
と
、
満
員
の
観
客
席

か
ら
は
感
動
の
ど
よ
め
き
が
わ

き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
川
西
町
か
ら
は
、
上
野
小
学
校
緑
の

少
年
団
全
員
（
五
・
六
年
生
／
二
十
三

名
）
や
、
議
会
そ
の
他
の
団
体
の
代
表

者
等
、
約
八
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
市
町
村
を
紹
介
す
る
入

場
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ス
ー
パ
ー
素
人
劇

団
の
か
わ
に
し
夢
き
ゃ
ら
ば
ん
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
、
奇
抜
な
衣
装
と
大
胆
な

振
る
舞
い
で
、
大
い
に
観
客
を
沸
か
せ

て
い
ま
し
た
。

大
い
に
川
西
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
、

か
わ
に
し
夢
き
ゃ
ら
ば
ん
の
皆
さ
ん

．．●．●●．●．．．●●．．．．●．●．．．●●．．．．●●・・・…　●・…　●●・…　●●・・…　●●…　●●・…　●・・…　●●…　●●…　●●・…　●・…　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

山菜で舌鼓！

仙田の幸満喫

「これおいしい！」若い女性にも山菜は好評でした。

　5月4日（金）、恒例の仙田山菜まつりが、農協仙田支店脇の倉庫で

開催され、多くの参力ロ者で賑わいました。

　今年は、雪が多かったこともあり、山菜を楽しめる期閤が長くて種類

も多く、午前中の山菜採り体験に参加した人たちも大収穫に満足そうで

した。

　また、露天での山菜販売も好評で、新鮮なうどなどがまたたく閤に売

れていきました。

　お昼前後から山菜を味わう部が始まり、地域の料理自慢が腕をふるっ

た10種類15品のごっつおに、「わっ」と人だかりができていました。

　前橋市から参力ロしたという2組の家族連れは、「毎年海水浴に行くと

き通過するだけだったのに、一昨年、野菜を買いに立ち寄ったらこのイ

ベントを紹介され、去年から参加しています。」ときっかけを話してくれ

ました。

　そして、「山菜がこんなにおいしものだとは知りませんでした。群馬

のものとは全然違います。それに、ここの地域の人はみんな人柄がいい

ですね。半分はそんな人たちとお話するのが楽しみで来ています。」と、

すっかり仙田のファンになった様子でした。

●．．．．．．．．．．●．．．．●●．．●．●●…　●●●・…　●・…　●●・…　●・…　●●●…　●・・…　●・…　●●…　●●・…　●・…　●●…　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　5月27日（日）、節黒城山開き祭り（節黒城跡保存会主催／渡

辺義布会長）が、城跡展望台広場とキャンプ場を会場に開かれま

した。

　例年以上の盛り上がりをみせたのが、節黒城をはじめとする八

か所の山城とののろし交換で、澄みきった春の空にあちこちの山

からのろしが上げられました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふん
　町の産業発展と登山者の安全祈願をしたあと、地元の人扮する

武士や剣士による恒例の大名行列が、さわやかな五月晴れの中、

山頂からキャンプ場までを力強く練り歩いていきました。

「のろし＆大名行列」名物

磁
出
番
を
待
つ
少
年
剣
士
た
ち
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卓球で深まる国際交流
騰ぞ稚1各1ろじあ　　ぞま四定首　　♂「』　　i　　5月25日から6月1日までの8日問の日程で中国黒龍江省の卓球

歯轄騰簾携護とつi交流団が来町し・各小学校との交流会や・川西中学校卓球部との合

麟鷲釧ぶ轟塗鉱l　i同練習などを通して交流を深墜した・

環O蒼蓬羨峯轟　棄箋ξ婁峯力心i巽絵艘鴛誌讐軸議孝纏錨薦轟嚢黎望

馨講雷聴梵騒量出iその高度な技術に・rほお一」rす1洞と感嘆の声があがっていま

せ痕入曜見ででが地警のたiし島交流事業〔ま、平成＋年度｛こ卓球の王コーチを招へし、したこと

ll欝麟羅ll！？i灘1藻鎌麟盟醍，競二蕪灘

　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

え
つ
！
熊
が
出
た
η

　
五
月
五
日
（
土
）
、
「
大
倉
の
山
中
で
二
匹
の

小
熊
を
見
た
」
と
の
連
絡
が
役
場
に
入
り
、
警

察
や
消
防
、
猟
友
会
と
も
連
絡
を
と
っ
て
現
地

を
確
認
し
ま
し
た
が
、
現
場
に
は
狸
の
足
跡
が

あ
る
だ
け
で
熊
の
足
跡
は
発
見
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。発
見
者
の
見
誤
り
か
と
、
ほ
っ
と
胸
を
な
で

お
ろ
し
ま
し
た
が
、
十
日
町
市
山
谷
で
も
「
見

た
」
と
い
う
情
報
が
あ
り
、
ま
た
、
次
の
日
曜

日
に
も
赤
谷
の
山
中
で
見
た
と
い
う
連
絡
が
入

っ
て
現
地
確
認
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
し
い
痕

跡
は
発
見
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
小
国
町
に
も
同
様
の
情
報
が
寄
せ

山
野
田
出
身
の

平
野
さ
ん
W
杯
デ
ビ
ュ
ー
ノ

平
野
壮
弦
さ
ん

　
当
町
山
野
田
出
身
の
書
道
家
平
野
壮

弦
（
本
名
平
野
治
人
）
さ
ん
（
4
0
／
東

京
都
新
宿
区
在
住
）
の
作
品
が
、
こ
の

ほ
ど
、
二
〇
〇
二
年
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
公
式
エ
ン
ブ
レ
ム
毛
筆
バ

ー
ジ
ョ
ン
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
企
画
会
社
を

通
じ
て
国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
F
I
F

A
）
か
ら
平
野
さ
ん
に
毛
筆
バ
ー
ジ
ョ

ン
の
制
作
依
頼
が
あ
り
、
平
野
さ
ん
が

書
い
た
数
百
枚
の
作
品
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
も
の
で
、
実
家
の
父
幸
治
さ
ん
、

母
文
江
さ
ん
も
「
と
て
も
あ
り
が
た
い

こ
と
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
平
野
さ
ん
は
、
書
道
家
の
担
任
の
影

響
も
あ
っ
て
、
小
学
校
時
代
か
ら
書
道

を
始
め
、
中
学
生
の
頃
に
は
十
日
町
市

の
市
展
で
入
賞
す
る
ほ
ど
に
上
達
し
て

い
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
、
や
は
り
書
道
家
の
平
野

香
雲
氏
（
学
校
町
）
に
師
事
し
、
新
潟

》
あ
た
た
か
く
躍
動
感
の

　
あ
る
平
野
さ
ん
の
作
品

　
が
、
W
杯
の
い
ろ
ん
な

　
場
面
に
登
場
す
る
こ
と

　
に
な
り
ま
す
。

騰
，
．
搬
繋麟

レ
平
野
さ
ん
の
作
品
で
構

　
成
さ
れ
て
い
る
相
撲
部

　
屋
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

大
学
に
進
ん
で
か
ら
も
書
の
道
を
高

め
、
中
学
校
の
英
語
教
師
を
経
て
商
業

書
道
の
道
に
入
り
ま
し
た
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
、
芸
術
と
し
て
の

書
が
展
覧
会
で
見
る
特
別
な
も
の
に
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
書
を
生
活

の
中
に
生
か
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が

強
か
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
大
手
航
空
会
社
の
新
聞
広

告
や
イ
ベ
ン
ト
ポ
ス
タ
ー
の
タ
イ
ト

ル
、
酒
の
ラ
ベ
ル
や
大
手
企
業
の
一
一
畳

ほ
ど
の
大
き
さ
も
あ
る
社
訓
の
額
、
相

撲
部
屋
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
タ
イ
ト
ル

や
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
を
手
が
け
、
最

近
で
は
商
業
書
道
の
第
一
人
者
と
ま
で

言
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
快
挙
に
つ
い
て
、
母
の
文
江

さ
ん
は
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
中
で
、
毛

筆
の
手
づ
く
り
の
感
覚
が
、
特
に
都
会

の
企
業
か
ら
好
ま
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
英
語
の
勉
強
を
し
て
い
た
の
で
、

筆
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
書
く
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
謙
虚
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
平
野
さ
ん
は
、
現
在
も
東
京
で
の
個

展
開
催
の
ほ
か
、
県
内
の
若
手
作
家
と

毎
年
新
潟
市
で
展
覧
会
を
開
い
た
り
、

長
岡
市
の
路
上
で
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
っ
た
り
と
、
新
し
い
書
の
道
を

模
索
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
休
日
の
歩
行
者
天
国
へ
出
か
け
て
み

た
ら
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
平
野
さ
ん
の
ア

ー
ト
の
世
界
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
よ
。
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（
第
一
一
回
）政
基

寺
の
あ
っ
た
風
景

　
「
寺
」
そ
の
も
の
は
と
っ
く
に
な
く

な
っ
て
い
る
の
に
、
地
名
で
残
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
、
い
く
つ
か
あ
る
。

　
寺
が
、
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
る
場
合

は
、
村
名
が
別
に
付
い
て
い
る
。
ち
ょ

つ
と
不
思
議
な
気
も
す
る
け
れ
ど
も
、

寺
と
村
の
成
立
し
た
時
代
の
差
を
、
物

語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
千
手
地
内
に
延
命
寺
と
い
う
地
名
が

あ
る
。
旧
吉
田
村
の
稲
葉
に
接
す
る
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
り
あ
い
や
ま

腹
で
、
沖
立
の
共
同
山
（
入
会
山
）
だ

っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
昔
の
寺
跡
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
遺
構
も
あ
る
。

　
南
北
朝
時
代
と
い
え
ば
、
新
田
義
貞

と
足
利
尊
氏
の
二
大
勢
力
に
分
か
れ
て

日
本
中
が
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き

で
あ
り
、
川
西
郷
に
も
大
き
な
関
係
が

　
　
　
　
雛

延命寺跡に残る石垣

あ
っ
た
。

　
そ
の
当
時
に
、
現
津
南
町
を
拠
点
と

し
て
い
た
新
田
一
族
の
大
井
田
氏
が
、

延
命
寺
を
建
て
て
守
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
足
利
勢
が
信
州
か
ら
攻
め
込
ん
で

き
て
、
激
戦
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で
、

寺
は
焼
け
、
大
井
田
勢
も
退
い
た
。

　
戦
火
を
逃
れ
た
延
命
寺
は
、
享
禄
年

中
（
一
五
三
〇
頃
）
に
、
当
地
へ
移
っ

て
再
建
し
た
。
そ
の
後
、
約
五
十
年
を

経
て
も
寺
の
安
定
が
得
ら
れ
ず
、
天
正

十
七
年
（
一
五
八
九
）
に
は
頸
城
郡
へ

移
り
、
さ
ら
に
慶
長
年
間
に
信
州
へ
移

っ
た
あ
と
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）

に
よ
う
や
く
越
後
へ
帰
り
、
い
ま
は
津

南
町
反
里
に
あ
る
浄
土
真
宗
延
命
寺
が

そ
れ
で
あ
る
。

　
沖
立
の
共
同
山
を
守
る
た
め
に
山
番

を
置
き
、
多
い
と
き
に
は
四
、
五
軒
の

住
居
が
で
き
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
子

孫
が
、
沖
立
と
田
中
に
延
命
寺
を
屋
号

の
通
称
に
呼
ば
れ
て
続
い
て
い
る
。

　
延
命
寺
の
北
方
山
腹
に
、
角
万
寺
の

名
が
あ
り
、
ス
キ
ー
場
に
な
っ
て
い
る
。

角
万
寺
に
つ
い
て
の
伝
承
は
、
ど
う
し

て
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　
寺
尾
は
、
長
福
寺
の
出
先
に
あ
っ
た

の
で
、
呼
び
名
に
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
、
長
福
寺
が
沖
立
か

ら
現
在
の
場
所
に
移
っ
た
あ
と
の
村
立

て
と
思
わ
れ
る
。

　
東
善
寺
も
、
寺
の
名
を
と
っ
て
村
名

に
し
た
。
現
在
の
栄
行
寺
か
ら
西
に
当

た
る
と
こ
ろ
に
寺
が
あ
り
、
昭
和
二
十

年
頃
ま
で
は
、
カ
ヤ
（
萱
）
や
ヨ
シ
（
葭
）

の
生
え
て
い
る
わ
ず
か
な
広
さ
が
残
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
が
寺
の
跡
で
墓
地
も

あ
り
、
旧
八
幡
社
も
近
く
に
あ
っ
た
。

村
の
は
じ
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
伝
え
ら

れ
て
い
た
。
い
ま
は
、
場
所
の
見
当
が

つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
旧
真
人
村
の
円
蔵
寺
は
、
昔
、
短
い

期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
小
白
倉
に
在
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
い
ま
、
そ
の
跡
を
寺

山
と
呼
ん
で
い
る
。
円
蔵
寺
は
曹
洞
宗

で
長
安
寺
末
に
な
っ
て
い
る
が
、
小
白

倉
は
全
戸
が
浄
土
真
宗
檀
家
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
点
が
不
思
議
で
あ
る
。

　
仁
田
に
は
、
龍
雲
寺
原
と
呼
ば
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
下
方
に
昭
和
初

年
ま
で
薬
師
堂
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も

元
町
の
長
安
寺
の
前
身
で
あ
る
と
語
ら

れ
て
い
る
。
上
杉
謙
信
時
代
の
こ
と
で

あ
る
。ク
ラ
、
八
パ
、
ソ
パ

　
土
地
の
形
を
見
て
付
け
ら
れ
た
の
を

地
形
名
と
い
う
が
、
大
倉
・
白
倉
・
高

倉
な
ど
の
ク
ラ
は
、
岩
の
露
出
し
た
急

崖
・
断
崖
を
示
す
も
の
で
、
見
た
ま
ま

の
様
子
を
、
そ
の
ま
ま
表
し
て
い
る
。

　
ク
ラ
に
大
き
い
高
い
と
付
け
た
の

は
、
そ
の
ま
ま
理
解
さ
れ
る
が
、
白
い

と
い
う
の
は
、
崖
の
中
ほ
ど
に
挟
ま
れ

て
い
る
白
い
地
層
が
あ
る
の
で
、
そ
こ

か
ら
生
ま
れ
た
呼
び
名
で
あ
る
よ
う
だ
。

　
こ
の
層
は
、
白
く
て
も
ろ
い
砂
岩
層

で
、
精
米
す
る
と
き
、
玄
米
に
ち
ょ
っ

と
混
ぜ
こ
む
と
仕
上
が
り
が
早
い
と
い

う
の
で
使
わ
れ
た
。
（
し
ろ
す
な
）
と

呼
ば
れ
て
い
た
が
、
衛
生
的
に
悪
い
と

い
う
の
で
、
昭
和
初
年
に
禁
止
さ
れ
た
。そびえたクラ（高倉）

　
崖
の
上
を
ヘ
ツ
リ
と
い
い
、
ヘ
ツ
リ

道
か
ら
踏
み
外
し
て
ガ
ケ
ン
ク
ラ
に
落

ち
た
馬
の
こ
と
を
「
ク
ラ
オ
チ
し
た
」

と
い
っ
た
。
オ
チ
は
落
ち
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
死
ん
だ
と
い
う
意
味
に
も
使

わ
れ
て
い
た
。

　
ク
ラ
シ
シ
と
い
う
の
は
カ
モ
シ
カ

（
鈴
羊
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
倉
下
と
い
う
地
名
は
川
西
町
に
何
か

所
も
あ
る
し
、
笠
倉
・
狙
倉
・
二
の

倉
・
大
倉
山
な
ど
が
あ
る
。

　
ま
た
、
カ
イ
に
も
崖
の
意
味
が
あ
っ

て
、
今
は
小
国
町
に
な
っ
て
い
る
大
貝

は
、
急
崖
の
下
に
で
き
た
ム
ラ
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　
ク
ラ
や
カ
イ
の
よ
う
に
高
く
は
な
い

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
高
さ
の
崖
を
ハ
バ

と
呼
ん
で
い
た
。
ハ
バ
ッ
カ
ケ
と
い
う

こ
と
ば
も
あ
る
。
平
見
集
落
の
あ
っ
た

北
側
に
、
巾
ノ
上
地
名
が
あ
る
。

　
十
日
町
の
晒
川
の
西
岸
に
巾
佐
接
骨

院
が
あ
り
巾
治
織
物
問
屋
が
あ
っ
た
。

　
当
町
の
下
平
新
田
・
木
落
・
原
田
に

は
、
屋
号
を
「
巾
」
、
三
領
に
「
北
巾
」

と
呼
ぶ
家
が
あ
る
。
崖
の
下
に
あ
る
家

は
「
巾
下
」
で
あ
る
。

　
ハ
バ
を
「
馬
場
」
と
書
く
例
が
あ
っ

て
、
昔
の
武
士
た
ち
が
馬
の
稽
古
を
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
、
間
違
っ
た
説
明

を
し
て
い
る
向
き
が
あ
る
。

　
旧
水
沢
村
に
馬
場
小
学
校
が
あ
っ
た

り
、
十
日
町
市
博
物
館
は
馬
場
上
遺
跡

の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も

ハ
バ
（
巾
）
の
場
所
で
あ
る
。

　
ク
ラ
・
ハ
バ
と
同
様
に
、
ソ
バ
も

「
そ
ば
だ
つ
（
高
く
そ
び
え
る
）
」
の
意

味
で
、
や
は
り
崖
の
こ
と
で
あ
る
。

　
上
野
の
節
黒
城
跡
西
方
に
オ
ソ
バ
平

が
あ
っ
て
、
城
主
の
側
女
（
そ
ば
め
）

や
お
側
付
き
の
家
来
が
住
ん
で
い
た
と

こ
ろ
だ
と
語
る
人
が
い
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
よ
う
な
人
問
的
な
名
称
で
な
く
、

急
崖
の
上
に
あ
る
平
地
と
い
う
地
形
名

で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
赤
谷
地
内
の
狙
倉
と
書
く
地
名
は
、

ソ
バ
グ
ラ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
も
み
る
が
、
狙
は
サ
ル
（
猿
）

の
こ
と
で
崖
を
示
す
意
味
も
あ
る
か

ら
、
サ
ル
ク
ラ
か
も
し
れ
な
い
。
中
仙

田
に
猿
鼻
が
あ
る
。
十
日
町
市
に
猿
倉

が
あ
り
、
そ
の
奥
に
赤
倉
が
あ
る
。
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税
務
職
員

　
　
　
（
皿
種
）
募
集

～
高
等
学
校
卒
業
程
度
～

〆ー　ー

翻

¶
　
髪
…
謬
グ

　
国
税
局
や
税
務
署
で
は
、
税
務
職
員

の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
【
受
験
資
格
】

　
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
日
～

　
五
十
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
者

【
試
験
の
日
時
・
試
験
種
目
】

－
第
一
次
試
験

　
日
　
時
九
月
二
日
（
日
）

　
試
験
種
目
　
教
養
試
験
、
適
性
試
験

　
　
　
　
　
　
及
び
作
文
試
験

2
　
第
二
次
試
験

　
日
　
時
十
月
十
一
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
十
八
日
（
木
）
の
う
ち
、

　
　
　
　
　
　
指
定
す
る
日

　
試
験
種
目
　
人
物
試
験
及
び
身
体
検

　
　
　
　
　
　
査

【
採
用
旦

　
平
成
十
四
年
四
月
一
日

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
六
月
二
十
日
（
水
）
～
二
十
七
日
（
水
）

【
申
込
書
の
提
出
先
】

　
〒
3
3
0
1
9
7
1
2
　
さ
い
た
ま

　
市
大
字
上
落
合
二
番
地
十
一

　
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
一
号
館

　
　
　
　
　
人
事
院
関
東
事
務
局
　
宛

【
申
込
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
十
日
町
税
務
署
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
盈
5
2
1
3
1
8
1

国
際
大
学
オ
ー
プ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー

「
日
本
は
変
わ
る
か
i

　
小
泉
新
政
権
の
課
題
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
の
こ
案
内

▼
場
　
所
　
国
際
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
松
下
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
国
際
大
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
信
田
　
智
人
　
助
教
授

▼
参
加
費
無
料

私の考える新潟」前期講座のお知らせ広域遠隔学習推進事業「21世紀

翻　時 講　　　麟 灘麟驚 叢会場

6／27（水）

午後1時30分

　　～

　3時30分

料理研究家　　河内さくら氏
明るい人生を歩むた
めの新潟の食文化

金　井　町

7／8（日） 横笛奏者　　　狩野　奏一氏
佐渡が好き、新潟が
好き

青　海　町

7／15（日）
アルビレツクス新潟監督
　　　　　　反町　康治氏

ワールドカップにか
ける新潟の夢

新　潟　市

8／5（日） 児童文学作家　杉　みき子氏 雪の中の物語 十日町市情報館

※十日町市以外での会場の講座は、十日町市情報館にてテレビで講座を視聴できます。

懲
給
・
共
済
年
金

一
彊
傑
貸
し
付
け
の
逢
案
斑
慧

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
恩
給
・

共
済
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
を
対

象
に
、
そ
の
恩
給
・
年
金
を
担
保
と
す

る
融
資
を
お
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す
。

　
使
い
み
ち
は
、
住
宅
・
教
育
・
レ
ジ

ャ
ー
な
ど
の
資
金
や
事
業
資
金
と
し
て

幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

憲
融
資
金
額
2
5
0
万
円
以
内
（
た

だ
し
、
恩
給
や
年
金
の
3
年
分
以
内
）

慧
返
演
ご
返
済
金
と
し
て
、
お
客
様

の
恩
給
や
共
済
年
金
を
公
庫
が
受
け
取

り
ま
す

利
簗
年
瓢
％
（
5
月
2
1
日
現
在
）

担
傑
恩
給
ま
た
は
年
金
の
証
書
を
お

預
か
り
し
ま
す

保
証
衷
1
人
以
上
（
連
帯
保
証
人
と

な
り
ま
す
）

讐
相
談
・
聞
い
合
わ
讐
先

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
長
岡
支
店

　
盈
0
2
5
8
1
3
6
1
4
3
6
0

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
0
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
O
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

外
食
栄
養
成
分

表
示
協
力
店
の
お
知
ら
せ

★
協
力
店
　
「
和
泉
軒
支
店
」
、
「
栄
吉
」
、

　
「
小
嶋
屋
総
本
店
」
、
「
寿
し
割
烹
ど
ば
し
」

鯉膿づくりに鳩力し密す

●新潟漿

外食栄養表示協力店プレート

生
涯
学
習
だ
よ
り
③

「
パ
ソ
コ
ン
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
」

　
パ
ソ
コ
ン
は
、
い
ま
や
誰
も
が
使
え

る
、
ま
た
は
人
に
よ
っ
て
は
使
わ
ざ
る

を
得
な
い
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
パ
ソ
コ
ン
の
機
能
を
簡
単
に

説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
電
子
メ
ー
ル
の
交
換
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
の
情
報
収
入

②
様
々
な
文
書
の
作
成

③
写
真
や
ビ
デ
オ
の
編
集
・
保
存

④
C
D
（
音
楽
）
の
再
生

⑤
D
V
D
（
映
画
）
の
再
生

⑥
時
計
及
び
ア
ラ
ー
ム
時
計
機
能

⑦
音
声
や
音
楽
の
録
音
・
再
生

⑧
テ
レ
ビ
及
び
ビ
デ
オ
編
集

⑨
フ
ァ
ッ
ク
ス
機
能
付
き
電
話
機
能

⑩
ゲ
ー
ム
機
能

　
こ
の
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
は
多
機
能

で
、
う
ま
く
使
い
こ
な
せ
ば
私
た
ち
の

生
活
に
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。

　
町
で
は
今
年
度
、
下
記
日
程
の
と
お

り
「
初
級
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」

を
成
人
者
対
象
に
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
じ
め
よ
う
と
思
っ
て
い

る
方
、
パ
ソ
コ
ン
は
持
っ
て
い
る
け
ど

使
い
方
が
よ
く
分
か
ら
な
い
方
な
ど
、

こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
盈
6
8
1
2
1
6
7

E
コ
ー
ス
（
土
日
昼
問
）

　
●
6
月
9
日
～
6
月
2
4
日
の
土
日

　
●
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

　
●
役
場
活
性
化
セ
ン
タ
ー
4
階

H
コ
ー
ス
（
土
日
昼
問
）

　
●
6
月
3
0
日
～
7
月
1
5
日
の
土
日

　
●
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

　
●
役
場
活
性
化
セ
ン
タ
ー
4
階

ー
コ
ー
ス
（
平
日
昼
間
）

　
●
7
月
2
日
～
7
月
1
3
日
の
月
水
金

　
●
午
後
－
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

　
●
総
合
体
育
館
大
集
会
室

K
コ
ー
ス
（
土
日
昼
間
）

　
●
8
月
1
8
日
～
9
月
2
日
の
土
日

　
●
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

　
●
総
合
体
育
館
大
集
会
室

L
コ
ー
ス
（
平
日
昼
間
）

　
●
8
月
2
1
日
～
9
月
6
日
の
火
木

　
●
午
後
－
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

　
●
役
場
活
性
化
セ
ン
タ
ー
4
階

M
コ
ー
ス
（
平
日
夜
間
）

　
●
8
月
2
1
日
～
9
月
6
日
の
火
木

　
●
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

　
●
役
場
活
性
化
セ
ン
タ
ー
4
階

N
コ
ー
ス
（
土
日
昼
問
）

　
●
9
月
8
日
～
9
月
2
3
日
の
土
日

　
●
午
前
9
時
3
0
分
～
n
時
3
0
分

　
●
役
場
活
性
化
セ
ン
タ
ー
4
階

0
コ
ー
ス
（
平
日
夜
問
）

　
●
9
月
1
0
日
～
9
月
2
1
日
の
月
水
金

　
●
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

　
●
総
合
体
育
館
大
集
会
室
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道の駅　瀬替えの郷せんだ

7．15（日）　〈同時開催〉

9：00am　　　花の77－1』72スタ
））

　「
い
き
い
き
人
生
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
応
募
者
募
集

【
応
募
資
格
】
昭
和
六
年
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
（
満
7
0
歳
以
上
）
で

次
の
要
件
を
満
た
す
方

●
喪
失
歯
（
抜
け
て
無
く
な
っ
た
歯
）

　
が
8
0
歳
以
上
の
方
で
8
本
以
下
、
7
0

　
歳
か
ら
7
9
歳
の
方
で
4
本
以
下
で
あ

　
る
こ
と

●
今
あ
る
歯
で
、
未
治
療
の
虫
歯
が
5

　
本
以
下
で
あ
る
こ
と

●
ぐ
ら
つ
き
の
激
し
い
歯
が
な
い
こ
と

●
日
常
生
活
が
普
通
に
で
き
る
こ
と

＊
過
去
に
入
賞
さ
れ
た
方
の
再
応
募

は
、
5
年
以
上
経
過
し
て
い
れ
ば
可
能

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
保
健
課
健
康
推
進
係

盈
6
8
1
3
1
1
1
（
内
線
2
3
5
）

【
締
め
切
り
】
六
月
十
四
日
（
木
）

　
＊
応
募
の
際
、
歯
科
医
師
の
診
察
を

し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　「
労
働
1
1
0
番
」

こ
利
用
の
お
知
ら
せ

　
賃
金
・
解
雇
・
労
働
条
件
等
に
関
す

る
悩
み
事
な
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
毎
月
、
弁
護
士
相
談
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
相
談
も
実
施
中
（
要
予
約
）

　
　
盈
0
2
5
8
1
3
7
1
6
1
1
0

相
談
時
間

　
月
曜
～
金
曜
日
（
休
日
除
く
）

　
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分

　　　　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

家
庭
犬
の
　
　
　
訟
ゆ
嘱

し
つ
け
方
教
室
　
、
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
㌔

　
人
間
社
会
で
愛
玩
犬
を
飼
う
場
合
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
飼
う
こ
と
が
飼
い
主

の
責
務
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
で
あ
れ

ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
犬
の
し
つ
け
に
関
す
る
知
識
を

習
得
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
　
　
時
　
七
月
十
一
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
七
時
～
八
時

●
会
　
　
場
　
十
日
町
保
健
所

●
対
象
人
員
　
2
0
人
程
度

●
受
講
料
無
料

●
持
ち
物
等
　
筆
記
用
具

　
※
犬
は
連
れ
て
こ
な
い
こ
と

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
十
日
町
保
健
所
衛
生
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
盈
5
7
1
2
4
0
0

嚇クッキングヒーター体糊理教室・参臆嘉際

■と　き　6月20日（水）午後6時～8時

■内　容　　「初夏の洋風料理」

■ところ　東北電力㈱十日町営業所

　　　　　クッキングスタジオ「えぷろん」

■定　員　18人（申込者多数の場合抽選）

■参加費　500円

■持ち物　工プロン

■申込先　東北電力㈱十日町営業所お客さまセンター

　　　　　盈52－3107

新
し
い
干
手
温
泉
は
、
ど
ん
な
建
物
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
事
現
場
か
ら
の
報
告
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
初
夏
を
思
わ
せ
る
好
天
気
に
恵
ま

れ
、
浴
室
や
大
広
問
の
部
分
の
基
礎
工

事
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

大広間周辺の基礎工事の様子

　
現
在
は
、
建
物
全
体
の
屋
根
を
支
え

る
柱
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
が
終
わ

り
、
建
物
全
体
の
形
が
ほ
ぼ
見
え
て
き

ま
し
た
。

小部屋、家族風呂周辺のコンクリー

ト柱の鉄筋の様子

　
こ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
の
上
に
、

雪
を
支
え
雨
を
防
ぐ
大
き
な
屋
根
を
載

せ
ま
す
。

　
屋
根
は
、
集
成
材
と
呼
ば
れ
る
木
を

積
層
し
て
張
り
合
わ
せ
た
大
き
な
断
面

の
木
材
を
組
み
、
丈
夫
な
骨
格
に
よ
っ

て
で
き
る
部
分
と
、
伝
統
的
な
木
造
の

工
法
を
生
か
し
て
つ
く
る
部
分
と
に
よ

っ
て
で
き
て
い
ま
す
。

　
雪
の
荷
重
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
つ

く
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
融
雪
装
置
に
よ

っ
て
消
さ
れ
ま
す
。、

雪を支える屋根のかたち

♪
お
知
ら
せ
♪

　
屋
根
の
木
工
事
が
一
段
落
し
た
と
こ

ろ
で
、
上
棟
式
「
屋
根
祭
」
を
7
月
上

旬
に
行
い
ま
す
。
も
ち
投
げ
な
ど
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
六
月
二
十
日
号
の
広
報

か
わ
に
し
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

⑬13．6．10
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町
で
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
採

用
の
一
般
行
政
職
員
（
上
級
職
）
及
び

保
育
士
若
干
名
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま

す
。【
受
験
資
格
参
加
対
象
者
】

上
級
職
…
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
～

　
　
　
　
五
十
五
年
四
月
一
日
生
ま
れ

　
　
　
　
の
者

保
育
士
…
昭
和
五
十
年
四
月
二
日
～
五

　
　
　
　
十
七
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の

　
　
　
　
者

【
試
験
の
日
時
と
場
所
】

1
　
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合
が

実
施
す
る
試
験
）

　
試
験
日
　
八
月
五
日
（
日
）

　
試
験
場
　
長
岡
市
南
町
二

　
　
　
　
　
長
岡
市
立
南
中
学
校

【
試
験
の
方
法
】

〈
教
養
試
験
〉
大
学
卒
業
程
度
（
保
育

士
に
あ
っ
て
は
短
卒
業
程
度
）
の
内

容
で
、
地
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な

　
一
般
知
識
と
知
能
に
つ
い
て
、
択
一

式
の
筆
記
試
験
を
し
ま
す
。

〈
専
門
試
験
〉
大
学
卒
業
程
度
（
保
育

士
に
あ
っ
て
は
短
卒
業
程
度
）
の
内

容
で
、
専
門
的
知
識
と
能
力
に
つ
い

て
、
択
一
式
の
筆
記
試
験
を
し
ま
す
。

〈
一
般
性
格
診
断
検
査
〉
職
務
及
び
職

場
へ
の
適
応
性
に
つ
い
て
択
一
式
に

よ
る
検
査
を
し
ま
す
。

〈
合
格
発
表
〉
八
月
下
旬

2
　
二
次
試
験

　
試
験
日
　
九
月
中
旬
（
一
次
試
験
合

　
　
　
　
　
格
者
に
別
途
通
知
）

　
試
験
場
　
川
西
町
地
域
活
性
化
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー

　
方
法
面
接
試
験

【
採
用
旦

　
平
成
十
四
年
四
月
一
日

【
受
験
手
続
き
】

　
申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課

　
行
政
係

【
申
込
書
の
提
出
】

　
受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、

　
押
印
。

　
写
真
（
縦
四
　
×
横
三
　
無
帽
・
正

　
面
上
半
身
）
一
枚
を
は
り
、
ほ
か
に

　
二
枚
を
添
え
て
役
場
行
政
係
へ
。

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
六
月
二
十
七
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

　
消
印
は
六
月
二
十
七
日
ま
で
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
　
費
6
8
1
3
1
1
1

馬矯よ～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楽しい冒険「渋海川のイカダ下り」

囹活動場所　 新潟県中魚沼郡川西町町内各地

囹活動期間　　8月22日（水）～27日（月）　5泊6日

囹主な活動　　水くみから食事作り、イカダに乗って川下り、農家で野菜などの収穫の手伝い

囹参力ロ対象者　　町外ノ1い中学生（小3～中3）30人程度

　　　　　　町内小・中学生（小3～中3）20人程度（パンフレ・ソト・申込書は各小中学校、教育委員会にあります）

囹参加申し込み締切り　7月31日（火）（定員になりしだい締め切ります）

囹問い合わせ先　　　　〒948－0141　新潟県中魚沼郡川西町大字霜条144

　　　　　　　　　　　　　　　川西町教育委員会内「川西町自然子ども村」係

　　　　　　　　　　　　　　　盈0257－68－2167

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13．6．10⑭



氾億
図

田
休
み
に
作
品
め
ぐ
り
は
い
か
が

～
「
今
も
み
ら
れ
る
大
地
の
芸
術
祭
ア
ー
ト
マ
ッ
プ
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
ま
し
た
～

　
第
一
回
大
地
の
芸
術
祭
で
展
示
さ
れ

た
作
品
の
う
ち
、
恒
久
設
置
さ
れ
た
六

十
九
作
品
に
つ
い
て
は
今
も
鑑
賞
が
で

き
ま
す
。
（
一
部
期
間
限
定
あ
り
。
要

問
い
合
わ
せ
）

　
各
作
品
は
、
雪
囲
い
も
取
り
払
わ
れ
、

現
在
で
も
国
内
外
か
ら
観
光
客
が
作
品

鑑
賞
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
今

も
見
ら
れ
る
大
地
の
芸
術
祭
ア
ー
ト
マ

ッ
プ
」
（
A
二
版
四
つ
折
り
両
面
カ
ラ

ー
刷
）
と
い
う
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
ま
し
た
。
マ
ッ
プ
に
は
広
域
全
体
及

び
作
品
設
置
場
所
の
詳
細
地
図
と
全
作

品
の
写
真
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
会
期
中
は
忙
し
く
て
作
品
を

見
ら
れ
な
か
っ
た
方
も
、
ぜ
ひ
初
夏
の

さ
わ
や
か
な
季
節
に
、
六
市
町
村
の
作

品
鑑
賞
に
回
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
ま
た
、
川
西
町
に
あ
る
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
タ
レ
ル
さ
ん
が
設
計
し
た
「
光
の

館
」
、
河
合
喜
夫
さ
ん
、
塚
本
由
晴
さ

ん
、
石
井
大
五
さ
ん
の
三
人
が
そ
れ
ぞ

れ
設
計
し
た
節
黒
城
跡
キ
ャ
ン
プ
場
の

三
棟
の
コ
テ
ー
ジ
や
松
之
山
町
の
マ
リ

ー
ナ
・
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
さ
ん
の

「
夢
の
家
」
は
宿
泊
が
で
き
ま
す
。

　
「
今
も
見
ら
れ
る
大
地
の
芸
術
祭
ア

ー
ト
マ
ッ
プ
」
は
各
市
町
村
の
企
画
担

当
窓
口
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
企
画
振
興

課
（
盈
5
7
1
2
6
3
7
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

多
く
の
宿
泊
客
が
訪
れ
る
光
の
館

◆州◆レ・●図○網◆レ・●ゆ州◆レレ●ゆ網◆レ・◎ゆ州◆レ）●ゆ網◆レ・●ゆ・（◆レ）●ゆ網◆レ・◎ゆ硝◆レ）●ゆ州◆酔◆◆朔◆レレ●ゆ・（◆レレ◆囲○州◆））●ゆ閥◆）・◆◆朔◆ひレ◆◆（（◆レ・●圃》州◆レレ◆◆州◆）レ◆

辱
蓉
温
象
の

募
擦
O
ま
す

　
現
在
建
設
中
の
新
温
泉
施
設
で
は
、

皆
様
か
ら
よ
り
親
し
ま
れ
ご
利
用
い
た

だ
く
温
泉
と
な
る
よ
う
、
愛
称
を
募
集

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
千
手
温
泉
は
、
平
成
七
年
の
オ
ー
プ

ン
以
来
、
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
、
平
成
十
二
年
度
で

は
約
十
一
万
四
千
人
の
方
が
入
館
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
親
し
ま
れ
て
い
る
千
手
温

泉
と
い
う
名
前
を
残
し
な
が
ら
、
下
の

例
示
の
よ
う
な
愛
称
を
付
け
て
い
た
だ

け
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
応
募
方
法
等
を
ご
覧
の
う

え
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

□
例
（
あ
く
ま
で
も
例
示
で
す
）

　
千
手
温
泉
　
○
○
○
の
湯

○
○
○
千
手
温
泉

　
千
手
温
泉
　
○
○
○
館
　
な
ど

◎
応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

電
話
番
号
・
愛
称
を
ご
記
入
の
う
え
、

左
記
応
募
先
に
七
月
三
十
一
日
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
届
く
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
応
募
先

　
〒
9
4
8
1
0
1
9
2

　
川
西
町
大
字
水
口
沢
十
二

　
川
西
町
役
場
　
開
発
課
内

　
千
手
温
泉
の
愛
称
募
集
係

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
開
発
課
　
盈
6
8
1
3
1
1
1

　
（
内
線
3
1
2
番
）

◎
審
査
及
び
副
賞

　
応
募
い
た
だ
い
た
愛
称
を
審
査
し
、

新潟万代島コンベンション複合施設

愛称及びシンボルマーク募集

　新潟万代島区域にコンベンション複合施設（国際会議

場、国際展示場、ホテル、オフィス）が、2003年春
に開業します。

　この複合施設は、世界の人・もの・情報が新潟で出会

い、そして旅立つ場所として、新潟市の中心市街地の万

代島に整備を進めています。

　この施設に、施設全体のイメージ的な「愛称」と「シ

ンボルマーク」を募集します。

■募集期間　7月13日（金）まで　※当日消印有効

■応募方法（愛称）　はがきに次の事項を記載し、郵送

　して下さい。（1枚につき1点）

　①愛称案（ふりがな）②愛称の理由③住所④氏名（ふ

　りがな）⑤年齢⑥性別⑦職業（学生・生徒・児童の場

　合は学校名、学年）⑧電話番号

■応募方法（シンボルマーク）　封書での応募で、用紙の

　サイズはA4版・折曲厳禁とし、表面にマークのデザ

　イン（色は自由）を、裏面に氏名を記載し、別紙用紙に

　次の事項を記載し郵送して下さい。（1枚につき1点）

　①マーク作成の趣旨②住所③氏名（ふりがな）④年齢

　⑤性別⑥職業（学生・生徒・児童の場合は学校名、学

　年）⑦電話番号

■応募先・問い合わせ先　〒950－8570
　新潟市新光町4番地1県庁万代島再開発課開業記念事業班

　低025－285－5511（内線3512・3511）

最
も
ふ
さ
わ
し
い

窃
蕪
甥
圃
・
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
繋
c
ぞ
・

蹄
儲
灘
麟
．
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耽
7
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
譜
％
　
⇔
（

干
手
温
泉

の
営
業
は

九
月
家
日
ま
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
り
ま
す

　
皆
様
か
ら
親
し
ま
れ
ご
利
用
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
千
手
温
泉
は
、
現
在

近
接
地
に
新
温
泉
施
設
を
建
設
中
で

す
。　
新
温
泉
施
設
は
、
十
一
月
下
旬
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

営
業
に
向
け
て
の
設
備
運
転
や
現
温
泉

施
設
の
解
体
な
ど
の
た
め
、
ど
う
し
て

も
現
温
泉
施
設
を
約
二
か
月
間
営
業
停

止
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
温
泉
を
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
皆
様
に
と
っ
て
は
、
大
変
な
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
新
温
泉
を
よ
り
快
適
で
利
用
し
や

す
い
施
設
と
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
て

も
必
要
な
こ
と
で
す
。
ご
理
解
の
う
え

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
現
千
手
温
泉
で
発
行
し
て
お

り
ま
す
「
入
浴
券
」
は
、
使
用
期
限
が

九
月
末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
期

限
ま
で
に
ご
使
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

⑮13．6，10



（かわにし21委員会提案事業）

●

新世紀かわにし創造事業

　21世紀の幕開けにふさわしい川西町の新しいイメージづくりと、次代を拓くひとづくり

のために、広域連携による越後天神ばやしワールドを開催します。

　妻有地方で最もポピュラーな民謡であり、各地で謡い継がれている「天神ばやし」は誰もが知っていますが、ひと

つ川を挟んだり、山を越えたりすると節回しが違っていて、その土地の人でなければうたえないというおもしろい現

象もあります。

　そして、みんな「おらどこなんが正調、一番いい！」と思って

います。でも、だれも「よそのうたなんて聴いたことがね」とい

う状態でもあります。

　そんな天神ばやし自慢大会を行い、みんなでうたって食べて飲

んで、地域の文化を新世紀につなげようじゃありませんか。

　　　　　　　◆内容◆
●各地に伝承している「天神ばやし」の自慢大会

（伝承地域：川西町、十日町市、中里村、津南町、松代町、小千谷市）

●専門家を招いて天神ばやしの解説や、グループによる

　創作発表
●地域の特産自慢や・参加者が楽しむための屋台村開設　r妻有鴨羅驚紡宴一」

　　　　　■期　日　2001年8月4日（土）

　　　　　■会　場　ナカゴグリーンパーク　芝生広場

　　　　　　※出場団体（集落）や、当日運営を手伝ってくださるボランティアを募集します。

　　　　　　　詳しくは、後日お知らせする募集要項をご覧ください。　お問い合わせ二役場開発課豊68－3111

一匿閣■’■一■一■一■－■一■一■■■■■■■一■一■－■－■－■－■一■一■一■一■一■－■ロ■■■■■一■■隔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆、

■
1
■
1
．
塵
疇
1
．
1
■
1
■
暫
■
1
■
1
■
1
■
1
■
1
■
1
．
ー
量
醤
置
1
■
1
圏
ー
■
1
■
1
■
ー
薗
1
・
1
・
一
■
1
’
1
■
1
・
1
■
一
・
一
■
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ズー

ム
ア
ツ
プ
役
場
晦

満
開
ー

さ
つ
き
の
花
で
窓
ロ
も
華
や
ぐ

　
役
場
正
面
入
口
脇
に
見
事
に
花
開
い

剛
た
さ
つ
き
の
鉢
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

ド

旧
　
「
こ
の
道
三
十
年
！
」
と
い
う
、
さ

し
馴
っ
き
盆
栽
の
ベ
テ
ラ
ン
？
職
員
が
丹
精

ロ

旧
を
こ
め
て
咲
か
せ
た
も
の
で
、
毎
年
こ

旧－
の
時
期
に
な
る
と
訪
れ
た
人
た
ち
や
職

剛剛
員
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ロ

旧
　
　
一
番
苦
労
す
る
の
は
水
や
り
と
花
が

ロ
剛
咲
い
た
あ
と
の
手
入
れ
だ
そ
う
で
「
水

ド

旧
や
り
三
年
」
と
も
い
う
そ
う
で
す
。

ド
剛
　
「
何
の
育
て
も
の
で
も
同
じ
で
す
が
、

剛剛
さ
つ
き
は
、
手
を
か
け
れ
ば
か
け
た
だ

ロ

旧
け
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

コ
剛
そ
れ
を
見
て
豊
か
な
気
分
に
な
れ
る
の

ロ

旧
が
、
育
て
る
一
番
の
楽
し
み
で
す
ね
」

し
馴
と
花
の
手
入
れ
を
し
な
が
ら
話
し
て
く

コ

旧
れ
ま
し
た
。

旧旧
　
管
理
職
の
こ
の
職
員
、
部
下
の
育
て

一！

方
も
き
っ
と
、
さ
つ
き
と
同
じ
よ
う
に

や
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
え
。

あ
な
勲
鞘
鑑
品
で
き
ま
す
！

ギ
ャ
拶
製
ー
開
館
中
！

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
役
場
裏
）

の
一
階
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
変
身
し
て
い
ま
す
。

広
い
ウ
イ
ン
ド
ウ
を
持
つ
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
㈲
井
上
商
店
エ
コ
リ
バ
ー

ス
に
委
託
し
て
、
地
域
の
特
産
品
や
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
、
グ
ル
ー
プ
や
公
民
館

講
座
で
制
作
し
た
作
品
な
ど
を
、
季
節

に
合
わ
せ
て
入
れ
替
え
展
示
し
て
い
ま

す
。
若
手
職
員
も
手
伝
っ
て
展
示
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ん
で
い
ま
す
が
、
さ
て
、
そ

の
成
果
は
…
。

こ
の
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
グ
ル
ー

プ
や
地
域
で
つ
く
っ
た
作
品
や
特
産
品

な
ど
も
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
役
場
開
発
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

O
I
■
1
■
1
臨
贋
■
1
■
1
■
1
■
1
置
屡
口
薗
■
1
’
1
目
1
■
□
■
贋
■
贋
圏
－
馴
1
■
1
■
ー
■
屋
■
墨
■
1
■
1
■
1
■
1
■
1
■
ー
6
塵
■
1
■
巳
●
　　§鷲ノ耀鋸響凱題醐騨易婁奮詣斜〒謹●　庭ヨ
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福
祉
に
西
野
金
子

善　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

美
枝
（
東
京
都
）
　
一
万
円

千
弘
（
岩
瀬
）
　
　
五
万
円

・
（
・
・
）
・
・
（
・
聞
）
■
■
（
■
・
）
一
・
（
・
一
）
・
・
（
・
・
）
・

教
科
書
展
示
会
の
こ
案
内

　
十
日
町
教
科
書
セ
ン
タ
ー
で
は
、
左

記
の
と
お
り
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高

等
学
校
の
教
科
書
の
展
示
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日
六
月
十
九
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　
七
月
七
日
（
土
）

※
月
曜
日
と
六
月
二
十
九
日
は
閉
館
日

時
間
◎
火
、
木
、
金
曜
日

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
七
時

　
　
　
◎
水
曜
日

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
九
時

　
　
　
◎
土
、
日
曜
日

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
五
時

会
場
十
日
町
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
十
日
町
情
報
館
内
）

　
　
　
　
　
’
＾
小
わ
に
レ
畔
噌
〔

冠
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
・
　
高
崎
正
風
選

　
〆

流
れ
ゆ
く
流
れ
来
る
み
な
春
の
塵

除
雪
し
て
濃
緑
の
茶
の
熱
か
り
き

寒
灯
を
消
し
て
孤
影
を
消
し
に
け
り

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
金
子
．
鉄
平

語
り
つ
ぐ
母
の
教
え
や
古
茶
を
濃
く

道
問
う
や
菖
蒲
を
葺
き
し
駐
在
所

万
緑
の
風
の
渦
な
す
寺
領
か
な

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

石
庭
の
苔
や
わ
ら
か
や
苔
の
花

噂
り
に
覚
め
て
窓
辺
の
黄
水
仙

　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
澤
　
澄
代

目
印
し
の
袋
を
立
て
て
種
を
播
く

雨
上
る
色
を
深
め
し
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

佐
渡
見
ゆ
る
さ
ざ
な
み
越
え
て
夏
来
た
る

青
田
風
吹
き
抜
け
て
ゆ
く
越
路
か
な

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

食
卓
に
飾
ら
れ
都
わ
す
れ
か
な

退
院
を
し
て
来
し
庭
の
芝
桜

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

白
線
の
塗
り
た
て
の
道
風
光
る

「
た
だ
今
」
の
一
年
生
の
声
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

一
夜
さ
に
筍
竹
と
な
る
と
か
や

筍
や
本
堂
の
屋
根
改
造
す

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

初
物
の
筍
御
飯
み
仏
に

大
雪
と
思
わ
れ
ぬ
程
花
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ツ
エ

土
く
れ
の
動
け
ば
ね
ぼ
け
蛙
か
な

南
国
の
話
山
程
燕
来
る

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

病
む
妻
は
蕗
好
き
起
き
て
皮
を
む
く

冷
房
に
ひ
そ
か
に
膝
を
か
ば
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

美
し
く
植
え
し
棚
田
の
畦
に
立
つ

耕
し
て
山
田
に
生
き
る
老
農
夫

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

子
つ
ば
め
の
親
待
つ
仕
草
愛
ら
し
く

し
と
ど
な
る
雨
に
つ
ん
つ
ん
松
の
芯

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

漣
の
お
も
む
く
ま
ま
の
植
田
か
な

新
緑
に
一
直
線
の
朝
の
道

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

矢
の
如
く
子
育
て
に
飛
ぶ
燕
か
な

西
瓜
な
ど
植
え
て
育
ち
を
待
つ
心

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

う
ら
う
ら
と
初
夏
の
陽
の
上
り
け
り

若
葉
し
て
鳥
居
の
低
し
村
社

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

香
に
引
か
れ
散
歩
の
ば
せ
ば
藤
の
花

散
る
牡
丹
花
び
ら
は
児
の
ま
ま
ご
と
に

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

ひ
と
旅
の
伊
豆
の
熱
川
走
り
梅
雨

入
り
た
く
な
る
よ
な
局
舎
黄
水
仙

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

●休日救急医

6月17日第二藤巻医院
　　　　（上野）

　　　　盈68－2018

　24日大熊内科医院
　　　　（山本町）

　　　　盈52－7066

院
　
1
ー

　
　
ブ

病
　
2

　
）
　
一

寸
村

ネ
　
　
　
つ
り

　
里
6

上
仲
盈

〃

7月1日大島医院
　　（川原町）

　　盈52－2957
院
　
o
o

　
　
　

医
西
0

　
通
一

田
所
1

　
電
6

富
僥
盈

細

〃中条病院
　（北原）

　a57－3018

80
歳
で
2
0
本
以
上
の
歯
を
保
と
う

～
あ
な
た
は
自
分
の
歯
が
何
本
残
つ
て
い
ま
す
か
？
～

　
日
本
は
世
界
の
長
寿
国
、
人
生
8
0
年

時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
歯
の

平
均
寿
命
（
永
久
歯
が
生
え
て
か
ら
抜

け
て
し
ま
う
ま
で
の
年
数
）
は
大
変
短

く
、
ま
だ
4
0
年
～
6
0
年
時
代
で
す
。

　
大
人
の
歯
は
2
8
本
（
親
知
ら
ず
歯
4

本
を
除
く
）
で
す
が
、
日
本
人
の
場
合
、

働
き
盛
り
の
4
0
歳
頃
か
ら
歯
が
衰
え
は

じ
め
、
5
0
歳
頃
か
ら
歯
を
失
う
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
。
8
0
歳
で
は
平
均
4
～

5
本
の
歯
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
の
よ
う
で
す
。

　
噛
む
力
（
咀
噛
力
）
は
、
健
康
な
歯

の
人
を
1
0
0
と
す
る
と
、
奥
歯
（
臼

歯
）
が
1
本
抜
け
た
だ
け
で
5
0
～
6
0
程

度
に
、
歯
を
全
部
失
い
、
総
入
れ
歯
に

し
た
場
合
は
2
5
程
度
に
ま
で
落
ち
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
1
本
抜
け
た
だ
け

で
も
噛
み
合
わ
せ
全
体
が
お
か
し
く
な

り
、
思
わ
ぬ
病
気
の
引
き
金
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
歯
で
噛
む
こ
と
の
効
用
は
、

肥
満
や
が
ん
・
老
化
の
予
防
、
味
覚
や

脳
の
発
達
の
促
進
、
発
達
し
た
顎
・
顔

形
の
正
し
い
発
育
の
促
進
、
言
葉
の
発

音
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
、
胃
の
調
子
を

整
え
る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
厚
生
労
働
省
で
は
「
8
0
歳
で

20
本
の
歯
を
保
と
う
」
と
い
う
8
0
2

・
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
．
こ
れ
は
2
・
麗

本
以
上
自
分
の
歯
が
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
衡

ど
の
食
べ
物
は
よ
く
噛
ん
で
美
味
し
く
聡

食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
で
す
。

歯
の
平
均
寿
命
を
見
る
と
、
と
て
も
魁

欝
鷲
辮
轍
崩

歯
を
残
し
て
い
る
人
は
1
割
近
く
い
る

の
で
す
。

〈〈
ln轟

　
歯
の
寿
命
は
個
人
差
が
大
き
い
の
で

す
が
、
若
い
頃
か
ら
歯
の
健
康
管
理
を

き
ち
ん
と
行
な
え
ば
、
8
0
歳
で
2
0
本
以

上
の
歯
を
保
つ
こ
と
は
不
可
能
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
、
丈
夫
な
歯
で
明

る
く
元
気
に
過
ご
す
た
め
、
若
い
う
ち

か
ら
健
康
な
歯
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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高
砂
1
ご
円
満
に

（
清
水
秀
一
神
社
町

高
　
橋
　
久
美
子
　
上
　
野

（
富
井
隆
暢
上
野

喜
多
文
子
十
日
町
市

　
昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
忠

中
村
正
隆

高
橋
松
栄

小
林
才
子

高
橋
　
正
三

目
黒
太
一
郎

金
子
誠
平

80　91　81　40　55　89

（（
本

（
ヨ

（
一

（
本

（
千

　
）

人
）

キ
）

男
）

人
）

弘
）

坪
山
元
町
中
仙
田

三
領
栄
町
岩
瀬

高
橋
辰
雄

南
雲
久
守

西
山
　
正
夫

中
條
チ
サ
ノ

茂
野
広
治

高
橋
　
フ
ヨ

74　81　88　80　78　93

　　 ハ　ハ　ハ　 　　　本富与本本宇
　　之
人治助人人平
）　 ）　 ）　 ）　 ）　）

あ栄大下中坪
か　倉平央山
ね町　新町
園　　田

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
ひ
ろ
と

野
沢
　
　
大
翔

　
　
　
ゆ
う
の
す
け

登
坂
友
之
介

村　　春　　F可

越　　日　　部

そ
う
ま

颯
磨

も
え
か

萌
花

ふ
う
か

楓
香

保
彦

真
由
美
弘
喜

久
仁
子
弘
宗

美
　
貴
敏
幸

久
美
子

正
　
広
和
代

野
　
口

中
島
町

山
野
田

神
社
町

野
　
口

（
5
月
－
日
～
31
日
届
け
出
順
）
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麟
ゆ
つ
麟
《
し
ょ
ぜ
◎
藤

　
新
緑
が
落
ち
着
く
頃
、
山
や
林
で
は

紫
の
花
を
咲
か
せ
た
木
々
が
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
。
藤
が
巻
き
付
い
た
木

が
あ
た
か
も
紫
の
花
を
つ
け
た
よ
う
見

え
る
か
ら
だ
。

　
新
緑
の
浅
い
緑
に
も
、
杉
の
モ
ス
グ

リ
ー
ン
に
も
こ
の
紫
は
よ
く
似
合
う
。

　
昔
は
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
藤
の
花
は

見
ら
れ
ず
、
大
倉
の
天
狗
社
周
辺
な
ど
、

そ
の
名
所
は
限
ら
れ
て
い
た
が
、
最
近

は
ど
こ
の
山
で
も
見
事
に
花
開
い
た
藤

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
理
由
は
単
純
だ
。
人
が
藤
を
切
ら
な

く
な
っ
た
か
ら
だ
。

　
藤
は
木
に
巻
き
付
き
、
締
め
上
げ
、

や
が
て
そ
の
木
を
枯
ら
し
て
し
ま
う
。

　
山
に
人
の
手
が
入
り
、
管
理
が
行
き

届
い
て
い
た
頃
は
、
藤
は
木
全
体
を
乗

っ
取
る
大
き
さ
に
な
る
前
に
切
ら
れ
て

い
た
。

　
今
で
は
ほ
と
ん
ど
人
の
手
が
入
る
こ

と
は
な
い
。
「
藤
が
多
い
山
は
、
荒
れ

た
山
」
と
古
老
は
い
う
。

　
藤
の
花
は
毎
年
増
え
て
い
る
が
、
ツ

ツ
ジ
や
山
ゆ
り
は
減
り
続
け
て
い
る
。

枯
松
の
甦
け
る
が
如
し
藤
の
房
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蝿縦舞

羅
樹

▲「わたしの大すきな木

　2年生野上千香子さ

皿
㎜
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藤
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懸
、
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㎜
㎜
蟹
黛
糠
紬
撫

＝
・
鰹
簿
う
目
鯵
り
響
響
飾
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ふ
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麟
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訟
ズ
o
か
う
療
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鞘鞭欝
　　　き，曝襲灘

　　　擬　膨　糠o’一ie碁
　沖讐率・　　　専。曲、ノ

　舞嚇’・！星名萌

　　　　　　　　　　まザ　　ア　　　　ドヨヤ　ヒ　　ぬ　　　　も　り

▲「みんなでつくったクラスもくひょう」

150

1
人
千
手
小
学
校
丁
ー

．
嚇
翻
黙
、

　
　
　
　
　
　
　
●

〉
「
サ
ク
ラ
ソ
ウ
」

　
6
年
生
清
水
亜
沙
美

譲

ぽ
か
の
場
蓼
欝

一
見
宅
分
た
・
醸
、
－

わ
た
し
も

さ
ん

日
噌
日
ド
　
　
　
　
　
　
蓼
－
ん

欝
鞭欝

説
輝
さ
㎜
難
『
・
え
宙
心

羅
伝
十

　
　
　
口

嚇
言
星

　
「
年

撒
▲
5

▲「ゆめの木」

　4年生阿部直朗くん

　　　　　　　　　　　13．6．10⑱

麟．．働躍饗、窺繍
▲「たのしいがっこうへつづくみち」1年生柄澤達也くん・小林結花さん

（
7
月
号
は
上
野
小
学
校
で
す
）


